
美山の子供を育てる会　ふれあいクリーン活動
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12月

3歳児健診 受付13：00～14：00

はみがきけんしん 13：00～14：00
予防接種（ポリオ） 受付13：15～14：
00

はみがきけんしん 13：00～14：00
子宮がん集団検診 受付13：15～14：00
■

休日診療：臼井内科医院（山県市富永
■52・2030）

献血 9：30～12：00山県市役所、13：00
～15：00（株）ファミリースーパーマルキ高
富店
予防接種（ツベルクリン） 受付13：15
～14：00

1歳6か月児健診 受付13：00～14：00

社会保険相談　10：00～15：00（美山中
央公民館）
乳幼児相談 10：00～11：00■
予防接種（BCG） 受付13：15～14：00
■ 子宮がん集団検診 受付13：15～
14：00

弁護士相談　受付13：00～14：30（山県
市役所3階301会議室）
乳がん集団検診 受付13：00～13：30

休日診療：早川胃腸科外科クリニック
（山県市岩佐　　52・1212）

行政相談 13：00～15：00（伊自良老人
福祉センター、美山支所住民相談室）
乳幼児相談 10：00～11：00

予防接種（ツベルクリン） 受付13：15
～14：00

子宮がん集団検診 受付13：15～14：00

01日■

02日■

03日■

04日■

05日■

06日■

07日■

08日■

09日■

10日■

11日■

12日■

13日■

14日■

15日■

16日■

17日■

18日■

行政相談・人権擁護相談 13：00～15：
00（山県市役所3階301会議室）
予防接種（BCG） 受付13：15～14：00
■

■

休日診療：あらいクリニック（山県市高
富　　23・1188）

10・11か月児健診 受付13：00～14：
00

休日診療：宇野クリニック（山県市伊佐
美　　27・2100）

社会保険相談 10：00～15：00（高富町
商工会館）
3・4か月児健診 受付13：00～13：15

心の相談 13：30～15：00

■

■

休日診療：遠渡内科（山県市東深瀬　■
27・2888）

■

■

■

■
■

■

休日診療：もりこどもクリニック（山県
市東深瀬　　23・0321）

休日診療：大前医院（岐阜市太郎丸新屋
敷　　058・229・3131）

休日診療：森医院（山県市高富　22・
1024）

■

19日■

20日■

21日■

22日■

23日■

24日■

25日■

26日■

27日■

28日■

29日■

30日■

31日■

01日�

02日�

03日�

04日�

05日�

2004年1月

固定資産税（第3期） 12月25日
国民健康保険税（第7期）12月25日
介護保険料（第6期） 12月25日

水道料 12月26日
下水道料（梅原・桜尾・大桑・赤尾）

01月05日

今月の
納期限

今月の
納期限

保○

保○

美○

美○

保○
保○

保○
保○

保○

保○

保○

伊○

梅○

美○

保○

保○
保○

西○

は保健福祉ふれあいセンター、 は伊自良老人福祉センター、 は美山構造改善センター、 は西武
芸公民館、 は梅原公民館

西○美○伊○

伊○

梅○

木

金

金

土

月

火

土

日

水

木

金

土

月

火

日

水

木

金

月

火

土

日

水

木

月

火

水

月

火

水
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ひ
き
逃
げ
事
件
の
約
三
割
は
、

飲
酒
運
転
中
に
発
生
し
て
い
ま

す
。
ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
が
正
常

な
判
断
を
妨
げ
、
逃
走
と
い
う
手

段
を
選
ば
せ
て
し
ま
う
の
で
す
。

平
成
十
四
年
に
発
生
し
た
交
通

死
亡
事
故
は
七
千
三
百
二
十
四

件
。
そ
の
う
ち
の
一
割
以
上
の
九

百
九
十
七
件
が
飲
酒
が
原
因
で

す
。こ

う
し
た
事
故
は
、「
一
杯
く

ら
い
…
」
と
い
う
甘
い
判
断
が
取

り
返
し
の
つ
か
な
い
事
故
を
ひ
き

起
こ
し
て
い
ま
す
。

わ
ず
か
な
飲
酒
で
も
運
転
に
対

し
て
悪
影
響
を
及
ぼ
す
の
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
酒
二
合
を
二
十
〜
三
十
分

飲
み
干
す
と
、
血
中
ア
ル
コ
ー
ル

濃
度
は
一
〜
二
時
間
で
最
高
に
達

し
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
体
内
か
ら
消

失
す
る
に
は
七
時
間
以
上
か
か
る

と
い
う
実
験
結
果
が
あ
り
ま
す
。

ひ
き
逃
げ
誘
う
飲
酒
運
転

軽
い
飲
酒
で多

く
の
事
故
が

「
飲
ん
で
か
ら
三
〜
四
時
間
」

ま
だ
お
酒
は
抜
け
ま
せ
ん

○
酒
酔
い
運
転

体
内
ア
ル
コ
ー
ル
保
有
率
に

関
係
な
く
、
千
鳥
足
に
な
る
な

ど
、
い
わ
ゆ
る
「
酔
っ
ぱ
ら
い
」

状
態
で
車
両
等
を
運
転
す
る
こ

と
。

○
酒
気
帯
び
運
転

体
内
ア
ル
コ
ー
ル
保
有
量
が

法
定
基
準
値（
血
中
〇
・
三
mg

/

ml
、
呼
気
〇
・
一
五
　
）
以

上
の
状
態
で
車
両
等
を
運
転
す

る
こ
と
。

酒
酔
い
運
転
と

酒
気
帯
び
運
転
の
違
い

年
末
年
始
。
こ
の
時
期
は
、
お
酒
を
飲
む
機
会
も
多
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
懸
念
さ
れ
る
の
が
「
飲
酒
運
転
」。

皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
よ
う
に
飲
酒
運
転
は
、
道
路
交
通
法
で
禁
止

さ
れ
て
い
る
行
為
で
す
。

軽
い
気
持
ち
で
の
一
杯
で
、
一
生
悔
や
む
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

お
酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対
車
を
運
転
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。l

mg

逃走すれば�
分からない�
7％�

刑事・�
行政処分�
を恐れて�
8％�

大したことが�
ないと思った�
10％�

無免許運転中�
10％�

恐く�
なって�
20％�

飲　酒�
運転中�

28％�

※ひき逃げ事件の逃走動機�
（平成12年全国：参考・警察庁資料）�
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人
身
・
物
損
事
故
は
「
す
み
ま

せ
ん
で
し
た
」
で
済
ま
さ
れ
る
話

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

当
然
、
被
害
者
に
対
す
る
損
害

賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。自

分
の
将
来
を
、
つ
ま
ら
な
い

飲
酒
運
転
で
無
駄
に
し
ま
す
か
？

「
飲
酒
運
転
」。
そ
ん
な
軽
は

ず
み
な
行
動
で
人
の
命
を
奪
っ
て

し
ま
っ
た
重
み
に
耐
え
ら
れ
ま
す

か
？
被
害
者
の
遺
族
・
家
族
の
悲

し
み
に
ど
う
応
え
る
の
で
す
か
？

▼
世
間
の
非
難

飲
酒
運
転
事
故
は
一
般
の
事
故

よ
り
世
間
の
非
難
も
厳
し
く
、
そ

の
土
地
に
住
ん
で
い
ら
れ
な
く
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
失
業
・
解
雇

人
身
事
故
を
起
こ
せ
ば
失
業
・

解
雇
と
い
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
生
活
苦
に
陥
り
家
を
失

い
、
一
家
離
散
と
い
う
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。

賠
償
金
で

一
生
を
ム
ダ
に
し
ま
す
か
？

数
々
の
非
難
に

耐
え
ら
れ
ま
す
か
？

�

☆運動の重点�
●地域ぐるみで高齢者の交通事故を�
 防止する。�
●飲酒運転を追放する。�
●チャイルドシートの使用で子供の�
 安全を守る。�

　これから年末にかけて交通事故の多発が予想さ
れます。�
　一人ひとりが交通ルールを守り正しい交通マナ
ーの実践を習慣づけ交通事故防止の徹底をはかり
ましょう。�

■問い合わせ先�
　総合企画課　　22-6824



幅
広
い
学
問
研
究
と
美
し

い
心
を
求
め
続
け
て
き
た
、

本
市
大
森
出
身
の
文
学
博
士

古
田
紹
欽

し
ょ
う
き
ん

氏
の
心
の
世
界
を

通
し
て
、
日
本
の
文
化
、
山

県
市
の
文
化
の
素
晴
ら
し
さ

を
紹
介
す
る
「
文
化
の
里
・

古
田
紹
欽
記
念
館
」
が
、
十

一
月
三
日
、
洞
田
の
伊
自
良

総
合
運
動
公
園
北
側
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
当
日
は
あ
い
に

く
の
雨
模
様
と
な
り
ま
し
た

が
、
午
前
十
時
か
ら
関
係
者

約
百
五
十
人
が
出
席
し
て
、

記
念
館
前
の
駐
車
場
で
開
館

記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
平
野

市
長
が
「
心
の
荒
廃
が
叫
ば

れ
る
現
代
社
会
に
あ
っ
て
、

美
し
い
心
の
あ
り
方
、
市
の

文
化
、
日
本
の
文
化
を
発
信

す
る
こ
の
記
念
館
の
役
割
は

大
き
く
、
こ
れ
か
ら
も
中
身

の
充
実
を
目
指
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、

古
田
紹
欽
氏
の
次
男
、
信
衛

さ
ん
か
ら
紹
欽
氏
の
蔵
書
約

一
万
冊
の
寄
贈
目
録
が
市
長

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
式
典

の
最
後
に
は
、
オ
ー
プ
ン
を

祝
っ
て
表
門
で
関
係
者
に
よ

る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、

館
内
の
中
庭
で
は
伊
自
良
十

六
拍
子
太
鼓
の
演
奏
が
来
館

者
を
出
迎
え
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
特
別
に

回
廊
を
使
っ
て
野
点
が
行
わ

れ
、
伊
自
良
中
央
公
民
館
で

茶
道
を
教
え
て
い
る
大
島
恵

子
さ
ん
ら
が
、
来
場
者
の
み

な
さ
ん
に
抹
茶
を
ふ
る
ま
わ

れ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
会

場
を
移
し
て
伊
自
良
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
記
念
講
演
が

行
わ
れ
、
平
成
十
年
の
古
田

氏
の
講
演
ビ
デ
オ
が
放
映
さ

れ
た
後
、
古
田
氏
と
親
交
が

深
か
っ
た
北
海
道
大
学
名
誉

教
授
の
藤
田
宏
達
氏
と
中
央

大
学
名
誉
教
授
の
神
保
博
行

氏
が
、
古
田
氏
の
人
と
な
り

や
思
い
出
な
ど
を
話
さ
れ
ま

し
た
。
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庭園�

回廊�

第一展示室�

玄関ホール�

管理室�

回廊�

百
道
庵�

入り口�

●第一展示室�
　通常は紹欽氏の
書、画と交流関係
を展示。期間限定
で特別展示も行い
ます。ギャラリー
としての貸し切り

●紹欽心の間�
　紹欽氏の部屋をイメージ。
紹欽氏の心の世界に浸り自分
と向き合うことのできる空間。�

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト



文
化
の
里
古
田
紹
欽
記
念

館
は
平
成
十
二
年
度
に
事
業

に
着
手
し
、
今
年
七
月
に
完

成
し
ま
し
た
。
総
事
業
費
約

二
億
円
で
、
木
造
一
部
二
階

建
て
で
、
延
べ
面
積
は
約
七

百
六
十
平
方
　
。
落
ち
着
い

た
雰
囲
気
の
中
で
古
田
紹
欽

氏
の
語
る
美
し
い
心
の
世
界

に
触
れ
る
と
と
も
に
、
日
本

文
化
や
山
県
市
の
文
化
の
素

晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。表

門
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
本

館
入
口
ま
で
は
長
い
回
廊
が

続
き
、
庭
園
の
四
季
と
と
も

に
心
を
静
め
る
空
間
を
演

出
、
本
館
内
で
は
古
田
氏
の

生
い
立
ち
を
は
じ
め
師
の
鈴

木
大
拙

だ
い
せ
つ

先
生
と
の
交
流
関
係

の
展
示
、
山
県
市
や
日
本
文

化
の
展
示
紹
介
の
ほ
か
古
田

氏
の
著
書
を
は
じ
め
関
連
図

書
の
貸
し
出
し
、
研
究
資
料

の
閲
覧
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
十
六
畳
の
和
室
と

茶
室
は
茶
会
や
講
演
会
、
会

合
な
ど
に
広
く
利
用
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。

こ
の
記
念
館
は
日
本
文
化

を
知
り
、
美
し
い
心
に
触
れ

る
。
そ
ん
な
知
的
で
優
雅
な

時
間
が
過
ご
せ
る
空
間
で

す
。な

お
、
表
門
横
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
地

域
の
特
産
品
な
ど
が
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
来
館
の

際
に
は
、
ぜ
ひ
一
度
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

7 広報やまがた 2003.12

女子トイレ�

男子トイレ�

車椅子�
トイレ�

コミュニティ�
スペース�

石庭�

縁側�

滝� 歩路� 歩路� 水盤�

水盤�

庭園�

回廊�

回廊�

第二展示室� 渡り廊下�

倉庫�

学びの間�

紹欽心の間�

スロープ�

女子トイレ�

男子トイレ�

茶室�

水屋�厨（くりや）�

自在の間�

任運の間�

じざい�

にんぬん�

アプローチ�
表
　
門�

2F

百
道
庵

百
道
庵�

百
道
庵�

●第二展示室�
　紹欽氏の著書
を中心に関連図
書の配架、貸し出しを行
います。和装本など貴重
な文献はデーターベース
等で閲覧できます。�

●学びの間�
　紹欽氏の生い立
ちや講演会をはじ
め、市の歴史文化、
観光スポット等を
映像で紹介。貴重
文献の展示も行い

●庭園�
　人口の滝や水盤、紅葉な
どの植栽がゆったりと落ち
着ける空間を演出。野点や
邦楽などの野外ミニコンサ
ートなども行います。�

●百道庵・茶室�
　講演会、茶会、会議
などを開催するほか、
貸し出しも行っていま
す。通常は一般開放で、
お茶の体験ができます。�

施
設
の
概
要

開館時間　9：00～17：00

休 館 日 月曜日（祝日に当たる場合はその翌日）
祝日の翌日（この日が土・日曜の場合は開館）
第三日曜日
12/28～1/3
特別整理期間（前もって掲示）

全館禁煙。指定の場所以外での飲食禁止。

メ
ー
ト
ル
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十
月
二
十
六
日
、
高
富
中
央

公
民
館
で
第
二
回
山
県
市
文
化

講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
長
良
川

鵜
飼
の
鵜
匠
山
下
哲
司
さ
ん
の

講
演
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

山
下
さ
ん
は
風
折

か
ざ
お
り

烏
帽
子

え

ぼ

し

に

漁
服
、
腰
蓑み

の

と
い
う
実
際
に
漁

を
行
う
と
き
の
鵜
匠
の
装
束
で

登
場
、
千
三
百
年
の
歴
史
を
持

つ
と
い
う
長
良
川
の
鵜
飼
に
つ

い
て
優
し
い
語
り
口
で
わ
か
り

や
す
く
解
説
さ
れ
た
ほ
か
、
一

緒
に
連
れ
て
き
た
鵜
に
魚
を
の

み
こ
ま
せ
る
な
ど
漁
法
の
一
部

も
実
演
さ
れ
ま
し
た
。

い
わ
桜
小
は
、
平
成
十
二
年

に
新
設
さ
れ
、
旧
美
山
町
の
花

イ
ワ
ザ
ク
ラ
に
ち
な
ん
で
命
名

さ
れ
ま
し
た
。
イ
ワ
ザ
ク
ラ
は
、

春
先
に
谷
間
の
岩
肌
に
う
す
紅

色
の
か
れ
ん
な
花
を
咲
か
せ
ま

す
が
、
近
年
は
乱
獲
の
影
響
で

絶
滅
が
危
惧ぐ

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
イ
ワ
ザ
ク
ラ
を
保
護

し
よ
う
と
同
校
で
は
開
校
以
来

四
年
生
に
な
る
と
種
ま
き
を
行

い
、
そ
の
イ
ワ
ザ
ク
ラ
の
花
を

手
に
卒
業
し
て
い
き
ま
す
。

十
月
十
六
日
、
同
校
で
は
四

年
生
児
童
十
六
人

が
種
ま
き
、
五
年

生
児
童
二
十
二
人

が
鉢
上
げ
、
六
年

生
児
童
二
十
人
が

鉢
替
え
を
行
い
ま

し
た
。
四
年
生
の

長
野
み
き
さ
ん
は

「
江
崎
さ
ん
に
花

の
育
て
方
を
教
え

て
も
ら
っ
て
う
れ

し
か
っ
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

十
月
二
十
八
日
、
青
波
保
育

園
で
は
、
園
内
の
畑
で
収
穫
し

た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
使
っ
て
焼
き

イ
モ
を
行
い
ま
し
た
。

五
月
に
植
え
た
苗
か
ら
と
れ

た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
大
小
あ
わ

せ
て
百
個
ほ
ど
で
、
園
児
ら
は

ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
に
包
ん
で
、

次
々
と
た
き
火
の
中
に
投
げ
込

み
ま
し
た
。
約
一
時
間
後
に
は

お
い
し
そ
う
に
焼
き
上
が
り
、

迎
え
に
き
た
保
護
者
と
一
緒
に

秋
の
味
覚
を
味
わ
っ
て
い
ま
し

た
。

伊
自
良
中
央
公
民
館
文
化
祭

が
、
十
一
月
三
日
、
伊
自
良
ふ

れ
あ
い
ド
ー
ム
に
設
け
ら
れ
た

特
設
ス
テ
ー
ジ
ほ
か
で
開
催
さ

れ
、
地
元
小
中
学
生
の
合
唱
や

公
民
館
教
室
受
講
生
の
み
な
さ

ん
に
よ
る
発
表
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
日
は
朝
か
ら
雨
が
降
り

続
く
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た

が
、
ド
ー
ム
内
に
は
た
く
さ
ん

の
お
客
さ
ん
が
つ
め
か
け
、
出

演
者
の
熱
演
に
盛
ん
な
拍
手
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

い
わ
桜
小
学
校
で
は
山
野
草

の
愛
好
家
、
江
崎
淳
さ
ん
か
ら

手
ほ
ど
き
を
受
け
、
校
名
の
由

来
で
あ
る
イ
ワ
ザ
ク
ラ
を
育
て

て
い
ま
す
。
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★
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★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
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★

お
い
し
く
焼
け
た
よ

ド
ー
ム
に
響
く
歌
声

長
良
川
の伝

統
を
知
る



唱
委
員
長
の
佐
藤
悠
さ
ん
は

「
練
習
の
成
果
が
発
揮
で
き
て

う
れ
し
い
。
後
輩
た
ち
に
は
、

こ
の
合
唱
を
伝
統
と
し
て
引
き

継
い
で
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

十
一
月
六
日
、
県
民
ふ
れ
あ

い
会
館
に
あ
る
サ
マ
ラ
ン
カ
ホ

ー
ル
で
伊
自
良
中
合
唱
祭
が
行

わ
れ
生
徒
ら
は
自
慢
の
合
唱
を

披
露
し
ま
し
た
。

こ
の
合
唱
祭
は
、
心
を
ひ
と

つ
に
す
る
こ
と
や
仲
間
と
の
絆

を
深
め
る
こ
と
を
目
標
に
行
わ

れ
た
も
の
で
、
各
ク
ラ
ス
一
曲

と
学
年
で
一
曲
を
披
露
し
ま
し

た
。
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
包

ま
れ
た
会
場
。
三
年
で
学
習
合

伊
自
良
地
域
と
美
山
地
域
を

結
ぶ
平
井
坂
ト
ン
ネ
ル
。
今
年

中
に
も
ト
ン
ネ
ル
は
貫
通
す
る

予
定
で
、
十
一
月
九
日
に
伊
自

良
地
域
の
小
学
生
や
平
井
地
区

自
治
会
員
ら
が
「
わ
く
わ
く
ト

ン
ネ
ル
探
検
」
を
開
き
約
二
百

五
十
人
が
ト
ン
ネ
ル
内
を
見
学

し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
岐
阜
建
設
事
務

所
の
職
員
か
ら
ト
ン
ネ
ル
掘
り

の
工
法
や
進
捗
状
況
の
説
明
を

受
け
、
見
学
の
記
念
に
ト
ン
ネ

ル
内
の
防
水
シ
ー
ト
に
名
前
な

ど
を
書
き
込
み
ま
し
た
。

美
山
中
学
校
区
内
の
教
職
員

な
ど
で
組
織
さ
れ
て
い
る
子
供

を
育
て
る
会
は
、
青
少
年
の
健

全
育
成
活
動
の
一
つ
と
し
て
、

小
中
学
生
が
地
域
の
方
と

一
緒
に
自
分
た
ち
の
ま
ち

を
き
れ
い
に
す
る
、
ふ
れ

あ
い
ク
リ
ー
ン
活
動
を
十

一
月
十
五
日
に
行
い
ま
し

た
。美

山
中
学
校
の
生
徒
を

中
心
に
、
美
山
地
域
内
十

か
所
の
公
共
施
設
な
ど
に
分
か

れ
て
清
掃
活
動
を
行
っ
た
子
供

た
ち
は
、「
い
ろ
ん
な
人
と
会

話
を
し
な
が
ら
楽
し
く
で
き
た
」

「
み
ん
な
が
最
後
ま
で
真
剣
に

や
れ
て
よ
か
っ
た
」
な
ど
の
感

想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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山
県社

会
福
祉
大
会
開
催

心
を
ひ
と
つ
に大

合
唱

工
事
中
の

ト
ン
ネ
ル
内
を
見
学

十
一
月
二
日
、
第
一
回
山
県

社
会
福
祉
大
会
が
美
山
中
央
公

民
館
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
山
県
市
社
会

福
祉
協
議
会
の
主
催
で
、
福
祉

関
係
へ
の
貢
献
が
多
大
な
市
民

の
表
彰
や
バ
ザ
ー
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
、
山
県
市
誕
生
記
念
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
山
県
市
（
旧

美
山
町
）
出
身
の
俳
優
平
野
稔

さ
ん
が
、
は
じ
め
て
脚
本
を
手

が
け
た
演
劇
「
蔵
の
あ
る
家
」

を
上
演
。
亡
き
母
を
モ
デ
ル

に
、
岐
阜
弁
を
た
っ
ぷ
り
使
っ

た
演
劇
で
来
客
者
た
ち
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。

み
ん
な
で
一
緒
に

清
掃
活
動

写真提供　岐阜新聞社



10広報やまがた 2003.12

内
で
三
人
し
か
い
な
い
全
国
大

会
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し

た
。
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
前

に
市
役
所
を
訪
れ
た
八
嶋
さ
ん

は
、
平
野
市
長
ら
を
前
に
発
表

の
さ
わ
り
の
部
分
な
ど
を
身
振

り
を
交
え
て
披
露
し
、「
自
信

は
な
い
け
ど
、
英
語
を
楽
し
ん

で
こ
れ
た
ら
い
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
抱
負
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

に
、
応
援
の
家
族
か
ら
も
大
き

な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

優
勝
し
た
高
富
男
子
バ
レ

ー
、
選
手
の
み
な
さ
ん
（
敬
称

略
）（六

年
生
）
長
屋
匠
悟
、
吉

田
堅
登
、
土
屋
　
雄
、
横

地
秀
哉
、（
四
年
生
）
吉
田

雄
哉
、
中
村
祐
作
、
杉
下

敬
悟
、（
三
年
生
）
藤
岡
稔

治
、
中
村
洋
介
、
後
藤
力

也

十
月
十
九
日
、
読
売
旗
争
奪

県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
山
県
市
総
合
体
育
館
で
行
わ

れ
、
男
子
の
部
で
高
富
男
子
バ

レ
ー
が
優
勝
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
各
地
区
予
選
を

勝
ち
抜
い
た
男
子
十
二
チ
ー

ム
、
女
子
十
六
チ
ー
ム
が
参

加
、
頂
点
を
目
指
し
て
精
一
杯

の
プ
レ
ー
を
見
せ
る
子
供
た
ち

高
富
中
学
校
三
年
の
八
嶋
■

子
さ
ん
は
、
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ

た
中
学
校
英
語
弁
論
大
会
県
予

選
会
で
最
優
秀
賞
の
一
人
に
選

ば
れ
、
十
一
月
に
東
京
で
開
催

さ
れ
た
全
国
大
会
へ
出
場
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
弁
論
大
会
は
、
す
べ
て

英
語
を
使
っ
て
自
分
の
思
い
な

ど
を
語
る
も
の
で
、
小
さ
い
こ

ろ
か
ら
英
語
が
好
き
だ
っ
た
八

嶋
さ
ん
は
先
生
の
薦
め
も
あ
っ

て
予
選
会
に
出
場
、
見
事
に
県

十
月
二
十
六
日
、
岐
阜
市
で

行
わ
れ
た
岐
阜
ブ
ロ
ッ
ク
少
林

寺
拳
法
大
会
に
、
高
富
少
林
寺

拳
法
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
三
十

名
が
出
場
、
岐
阜
ブ
ロ
ッ
ク
内

十
三
支
部
道
場
よ
り
約
五
百
名

の
少
年
拳
士
が
参
加
し
た
大
会

で
、
日
ご
ろ
の
修
練
の
成
果
を

発
表
し
、
次
の
と
お
り
好
成
績

を
お
さ
め
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

（
中
学
生
段
外
の
部
）

藤
沢
准
二
―
三
井
翔
平
組

（
高
学
年
三
〜
二
級
の
部
）

林
　
陵
平
―
藤
沢
祥
二
組

（
中
学
生
有
段
の
部
）

玉
井
弘
美
―
中
島
智
香
組

（
一
般
三
段
以
上
の
部
）

野
村
　
靖
―
藤
井
香
好
組

（
低
学
年
団
体
の
部
）

島
袋
一
真
、
野
々
村
翼
、
中

島
知
美
、
佐
野
　
南
、
熊
崎
花

詩
、
若
園
善
真
、
武
藤
裕
汰
、

長
井
克
揮
、
長
井
裕
樹
、
野
村

将
太

敢
闘
賞

（
低
学
年
六
級
以
上
の
部
）

熊
崎
花
詩
―
長
井
克
揮
組

（
高
学
年
見
習
〜
四
級
の
部
）

渡
部
剛
史
―
山
本
拓
磨
組

（
高
学
年
単
演
の
部
）

三
津
原
秀
紀

（
高
学
年
団
体
の
部
）

小
枝
優
太
、
林
　
将
也
、
林

陵
平
、
渡
部
剛
史
、
山
本
拓
磨
、

藤
沢
祥
二

（
一
般
団
体
の
部
）

野
村
　
靖
、
藤
井
香
好
、
岡

本
芳
樹
、
武
藤
裕
二
、
松
久
和

也
、
松
久
晃
都

努
力
賞

鷲
見
公
博
―
林
　
俊
博
組
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少
年
拳
士
が
活
躍

県
小
学
生

バ
レ
ー
大
会
で
優
勝

最
優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

敢
闘
賞

努
力
賞

英
語
の
弁
論
大
会
へ
出
場
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★
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★
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十
一
月
三
日
、
山
県
市
総
合

体
育
館
で
、
第
一
回
山
県
市
空

手
道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。成

績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
山
県
市
関
係
分
の
み
、
敬
称

略
）

型
の
部

優
勝山

口
真
由
（
幼
児
無
級
）、

野
村
領
佑
（
幼
児
有
級
）、

安
川
真
由
（
十
・
九
級
）、

吉
田
圭
輝
（
六
級
）、
滝
口

藍
（
五
級
）、
高
井
裕
矢

（
中
学
有
級
）、
鳥
澤
幸
太
郎

（
小
学
有
段
低
学
年
）、
谷
村

公
貴
（
中
学
有
段
）、
宇
野

道
子
（
一
般
上
級
）、
武
藤

み
わ
（
一
般
中
級
）、
松
浦

美
子
（
一
般
無
級
）

組
手
の
部

優
勝山

口
真
由
（
幼
児
無
級
）、

佐
野
　
敦
（
八
・
七
級
）、

熊
崎
沙
英
（
五
級
）、
宮
部

翔
（
四
級
）、
迫
田
一
輝

（
一
級
低
学
年
）、
谷
村
公
貴

（
中
学
有
段
）、
宇
野
道
子

（
一
般
上
級
）
野
村
明
里

（
一
般
中
級
）、
松
浦
美
子

（
一
般
無
級
）

道
場
対
抗

型
試
合
優
勝

伊
自
良
道
場

組
手
試
合
優
勝

伊
自
良
道
場

組
手
の
部

道
場
対
抗

型
の
部

山
県
市
空
手
道
大
会

十
一
月
九
日
、
高
富
中
央
公

民
館
で
山
県
市
女
性
防
火
ク
ラ

ブ
連
絡
協
議
会
（
神
山
洋
子
会

長
）
が
研
修
会
を
行
い
ま
し

た
。

こ
の
日
の
参
加
者
数
は

約
三
百
人
で
、「
家
庭
の
防
火

は
女
性
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
初
期
消
火
の
訓
練
や
、
応

急
担
架
の
作
り
方
を
市
消
防
本

部
の
指
導
に
よ
り
行
い
ま
し

た
。そ

の
後
、
防
災
講
義
と
し
て

名
古
屋
市
の
N
P
O
法
人
レ
ス

キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
代
表

防
火
意
識
を高

め
ま
し
た

十
一
月
十
一
日
、
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
か
ら
「
市
内
の
小

中
学
校
や
福
祉
施
設
な
ど
で
使

っ
て
」
と
手
作
り
ぞ
う
き
ん
の

寄
付
を
受
け
ま
し
た
。

同
連
合
会
で
は
、
三
輪
春
子

女
性
部
長
の
発
案
に
よ
り
、

「
ぞ
う
き
ん
一
枚
以
上
運
動
」

を
展
開
。
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
三
千
三
百
四
十
枚
の
ぞ
う
き

ん
は
、
女
性
副
部
長
の
矢
口
梅

子
さ
ん
ら
か
ら
市
保
健
福
祉
部

長
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
の
西
田
又
紀
二
さ
ん
が
、

防
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
話
し
、
最
後
に
女
性
防
火

ク
ラ
ブ
を
代
表
し
三
島
ひ
と
み

さ
ん
が
、
火
災
の
未
然
防
止
な

ど
防
火
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

掃
除
に
役
立
て
て
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現
在
の
鳥
羽
川
を
蛍
橋
付
近
か

ら
新
川
に
つ
け
替
え
、
改
修
後

は
、
新
川
橋
付
近
か
ら
下
流
の
新

川
が
新
し
い
鳥
羽
川
に
な
り
ま

す
。
こ
の
改
修
工
事
で
川
幅
を
広

げ
、
川
底
を
掘
り
下
げ
る
こ
と
に

よ
り
、
流
下
能
力
（
川
の
流
れ
る

能
力
）
を
大
幅
に
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

次
に
現
在
は
サ
イ
フ
ォ
ン
で
鳥

羽
川
の
下
を
く
ぐ
っ
て
新
川
に
合

流
し
て
い
る
三
田
叉
川
を
、
現
在

の
鳥
羽
川
（
改
修
後
は
旧
鳥
羽

川
）
へ
流
れ
る
よ
う
し
ま
す
。

岐
阜
建
設
事
務
所
は
、
河
川
工
事
場

所
の
水
生
生
物
を
保
護
す
る
た
め
、
工

事
を
行
う
前
に
河
川
の
水
を
抜
く
と

き
、
逃
げ
遅
れ
た
水
生
生
物
を
採
取
し

て
種
類
の
調
査
を
行
っ
た
後
、
工
事
場

所
の
上
下
流
の
工
事
の
影
響
の
な
い
場

所
に
放
流
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
活
動
に
は
、
高
富
小
学
校
四

年
生
の
皆
さ
ん
が
総
合
学
習
の
一
環
と

し
て
参
加
し
、
下
流
工
区
で
オ
イ
カ

ワ
、
メ
ダ
カ
な
ど
全
二
十
二
種
類
、
上

流
工
区
で
は
、
大
き
な
コ
イ
や
ナ
マ
ズ
、

外
来
種
の
オ
オ
ク
チ
バ
ス
な
ど
全
十
三

種
類
の
魚
を
採
取
、
保
護
し
ま
し
た
。

ま
た
、
子
供
た
ち
は
後
日
水
生
昆
虫
や

魚
の
専
門
家
の
先
生
か
ら
、
川
に
す
む

生
物
の
種
類
に
よ
っ
て
川
の
汚
れ
の
程

度
が
わ
か
り
、
自
分
た
ち
の
生
活
が
ど

の
よ
う
に
河
川
の
汚
染
と
関
わ
っ
て
い

る
か
な
ど
の
お
話
も
聞
き
ま
し
た
。

石田川� 新しい鳥羽川�
上新川�

県
道
　
関
本
巣
線�

三田叉川�

旧鳥羽川�

三田叉川�

現在の�
鳥羽川�

現況�三田叉川�

旧鳥羽川� 新しい�
鳥羽川�

計画�

三田叉川の転流

三田叉川はサイフォンで鳥羽川の下をくぐっていま
すが、水が抜けにくいので改修します。これにより鳥
羽川の川底の掘削が可能になります。川幅を広げて大
幅に流下能力を上げます。

鳥羽川（中堤区間）の整備

鳥羽川と新川の間にある堤防
（中堤）を撤去して、川がスム
ーズに流れるようにします。

鳥羽川改修計画（高富地区付近）

新鳥羽川（新川）の整備

現在は新川と三田叉川が流
れていますが、川幅を広げて大
幅に流下能力を上げます。

高
富
地
区
付
近
の

鳥
羽
川
改
修
計
画

高
富
地
区
付
近
の

鳥
羽
川
改
修
計
画

岐
阜
県
岐
阜
建
設
事
務
所
　
河
川
砂
防
課
　
　
〇
五
八
・
二
六
四
・一一一一�

総
合
学
習
で

鳥
羽
川
の
生
物
保
護
活
動

改修前

改修後（イメージ）

が新しい河川
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山
県
市
か
ら
武
芸
川
町
、
岐
阜
市

に
か
け
て
流
れ
る
武
儀
川
は
、
山
県

市
岩
佐
・
中
洞
か
ら
武
芸
川
町
高
野

ま
で
の
約
四
・
六
km
区
間
で
、
昭
和

四
十
年
か
ら
岐
阜
県
が
河
川
改
修
事

業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
は
武

芸
川
町
区
間
が
終
了
し
て
、
平
成
十

三
年
度
か
ら
は
、
山
県
市
の
岩
佐
・

中
洞
地
区
を
重
点
的
に
改
修
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。

岩
佐
・
中
洞
地
区
は
家
屋
が
密
集

し
て
お
り
、
昭
和
五
十
一
年
の
豪
雨

で
は
、
七
戸
の
家
屋
が
全
半
壊
し
、

五
百
四
十
四
世
帯
が
浸
水
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
近
年
で
も
水
位
が
上
昇

し
て
、
川
か
ら
あ
ふ
れ
で
る
寸
前
に

ま
で
達
し
た
こ
と
が
数
回
あ
り
、
県

で
は
、
こ
こ
を
緊
急
対
策
特
定
区
域

に
設
定
し
、
早
期
に
治
水
安
全
度
を

上
げ
る
た
め
の
改
修
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。（
平
成
十
八
年
度
完
成
予

定
）今

年
度
も
十
一
月
か
ら
本
格
的
な

工
事
に
着
手
し
て
お
り
ま
す
。
工
事

中
は
た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
地
域
の
方
を
は
じ
め
、
み

な
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
武
儀
川
の
河
川
改

修
事
業
に
つ
い
て

は
、
岐
阜
建
設
事
務

所
河
川
砂
防
課
の
ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（http：
//w
w
w
.

pref.gifu.jp/s2600
1/kasensabou/

）

で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

河川改修計画

工事完成後（イメージ） 出水時（H14・7・10）

工事前 平常時

昨年の出水状況

（写真手前が上流）

武
儀
川
河
川
改
修
工
事

武
儀
川
河
川
改
修
工
事

　窓口に設置されている鍵ペ
ア生成装置にICカードをセットし、
画面の表示に従って電子証明
書の発行に必
要な鍵ペアを
作成します。�

　電子証明書が記録された住民基
本台帳カード等のICカードをリーダラ
イタにセットし、暗証番号を入力します。
電子証明書は、事前に市区町村役
場で申請して、入手してください。�

○○県申請　届出用�

△△申請�

○○申請�

パスポート申請�

クリック�

パスポート申請様式�

○住所�

○氏名�

パスポート申請様式�

○住所�

○氏名�

ICカード�

クリック�

・氏名�

・住所�

パスポート申請様式�

送信�

申請書� 電子署名�

暗号化暗号化�
電子証明書�

暗号化�

行政機関で受付�

申請終了！�

届
出�

暗
号
化�

改ざん改ざん�なりすましなりすまし�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト�

申請者� 行政機関�

改ざん�なりすまし�

クリック�

・氏名�

・住所�

パスポート申請様式�

電子署名�

step�
2

step�
3

step�
4

step�
5

step�
6

step�
7

利用したい項目を選択�

必要事項を記入�

ICカードをセットし、�
暗証番号を入力�

“電子署名”をクリック�

“送信”をクリック�

行政機関で受付�

　利用したい申
請・届出のペー
ジを開きます。�

　申請や届出に
必要な項目（氏
名や住所など）
を入力します。�

　電子署名をクリ
ックすると、ICカ
ードとパソコン間で
情報がやり取りさ
れます。�

　送信をクリックすると、申請書、
電子署名、電子証明書が暗号化さ
れ、行政機関に送られます。�

　電子証明書の確認や申請書との
照合が行われ、申請や届出が受け
付けられます。�

step�
1

パソコンから行政機関へ�
アクセス�

　自宅等のパソコンで申請や届出を
したい行政機関のホームページを開
きます。�
※パソコンにはあら
かじめ必要なソ
フトをインストール
しておく必要が
あります。�

○○県�

●○○県観光案内�

●○○県観光スポット�

公的個人認証サービスって何？�
　今後、様々な行政手続きがインター
ネットを通じてできるようになります。こ
の際、他人によるなりすまし申請や、
通信途中の改ざんなどを防ぐ必要があ
ります。公的個人認証サービスとは、
電子証明書を交付することによりこうし
た機能を全国どこに住んでいる人に対
しても提供するものです。�

住民基本台帳カードは個人情報を
守るICカードです。�
　希望する方に市区町村が交付する
住民基本台帳カードには、高度なセキュ
リティ機能を備えたICカードが採用され
ています。�
　住基ネットの端末での本人確認や公
的個人認証サービスのほか、市区町村
が条例で定めるサービスに活用すること
ができますが、カードに記録された情報
の覗き見や改ざん、カードの偽造などを
防止することができます。�

ICカード（住民基本台帳カード等）を利用した、公的個人認証サービスがスタート。行

政機関への申請手続きなどが、自宅のパソコンから手軽にできるようになります。�

公的個人認証サービスを�
　　　　ご利用になるには�

　住民基本台帳カードなどの
ICカ－ドを持って、市区町村
役場へ行きま
す。�

ICカード�

　電子証明書発行申請書を提
出し、写真付きの公的な身分
証明書（免許証など）を提示
します。�

　窓口に ICカードを提出し、
電子証明書をICカードの中に
記録します。�

日吉神社日吉神社�

国道418号�

現国道418号�

新国道418号�

山県高校�

武儀川�

堰�

川の流れ�

西武芸橋�

せき�

日吉神社�

日吉神社�

国道418号�

現国道418号�

新国道418号�

山県高校�

武儀川�

堰�

川の流れ�

西武芸橋�

せきせき�

堰�
せき�

日吉神社�

国道418号�

現国道418号�

新国道418号�

山県高校�

武儀川�

堰�

川の流れ川の流れ�

西武芸橋�

せき�

川の流れ�

日吉神社�

国道418号�

現国道418号�

新国道新国道418418号�

山県高校�

武儀川�

堰�

川の流れ�

西武芸橋�

せき�

新国道418号�

日吉神社�

国道418号�

現国道現国道418418号�

新国道418号�

山県高校�

武儀川�

堰�

川の流れ�

西武芸橋�

せき�

現国道418号�
日吉神社�

国道418号�

現国道418号�

新国道418号�

山県高校山県高校�

武儀川�

堰�

川の流れ�

西武芸橋�

せき�

山県高校�

日吉神社�

国道418号�

現国道418号�

新国道418号�

山県高校�

武儀川武儀川�

堰�

川の流れ�

西武芸橋�

せき�

武儀川�

日吉神社�

国道国道418418号�

現国道418号�

新国道418号�

山県高校�

武儀川�

堰�

川の流れ�

西武芸橋�

せき�

国道418号�

日吉神社日吉神社�

国道418号�

現国道418号�

新国道418号�

山県高校�

武儀川�

堰�

川の流れ�

西武芸橋�

せき�

日吉神社�

日吉神社�

国道418号�

現国道418号�

新国道418号�

山県高校山県高校�

武儀川�

堰�

川の流れ�

西武芸橋�

せき�

山県高校�

日吉神社�

国道418号�

現国道418号�

新国道418号�

山県高校�

武儀川武儀川�

堰�

川の流れ�

西武芸橋�

せき�

武儀川�
日吉神社�

国道国道418418号�

現国道418号�

新国道418号�

山県高校�

武儀川�

堰�

川の流れ�

西武芸橋�

せき�

国道418号�

日吉神社�

国道418号�

現国道418号�

新国道418号�

山県高校�

武儀川�

堰�

川の流れ�

西武芸橋西武芸橋�

せき�

西武芸橋�

日吉神社�

国道418号�

現国道418号�

新国道418号�

山県高校�

武儀川�

堰�

川の流れ川の流れ�

西武芸橋�

せき�

川の流れ�

日吉神社�

国道418号�

現国道418号�

新国道418号�

山県高校�

武儀川�

堰�

川の流れ�

西武芸橋西武芸橋�

せき�

西武芸橋�
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区　 分 内　　　　　　容
（平成14年度支給割合）一般職員

期　　別 期末手当 勤勉手当

6月期 1.55か月分
（7・8級は1.35）

0.7か月分
（7・8級は0.9）

12月期 1.7か月分
（7・8級は1.5）

0.7か月分
（7・8級は0.9）

計 3.25か月分
（7・8級は2.85）

1.4か月分
（7・8級は1.8）

職制上の段階、職務の級等による加算措置有
（国の制度と同じ）
（支　給　率）
退職区分
勤続25年
最高限度額

自己都合
33.75月分
60.00月分

勧奨・定年
44.55月分
62.70月分

退職時特別昇給　勤続20年以上1号給

期　　末

勤勉手当

退職手当

扶養手当

住居手当

通勤手当

配偶者
月額14,000円

配偶者以外の扶養親族のうち2人までそれぞれ
月額 6,000円

（職員に扶養親族でない配偶者がある場合はそのうち
1人月額6,500円）
職員に配偶者のない場合は扶養親族のうち1人

月額11,000円
その他の扶養親族

月額 5,000円
16歳～22歳までの子の加算

月額 5,000円

借家・借間に係る手当
月額12,000円を超える家賃を負担している職員に

対して家賃額に応じて月額27,000円以内
自己所有住宅に係る手当
月額1,000円（新築又は購入の場合、取得後5年間

2,500円）

交通機関等利用者
運賃相当額に応じ

支給額限度　月額50,000円
自動車等使用者
片道2㎞以上の使用者に対して、距離に応じ

月額2,000円～20,900円

区　　分 給 料 月 額 等

市　　　長 850,000円
助　　　役 700,000円
収　入　役 650,000円

給　　料

報　　酬

期末手当
（平成13年度
支給割合役職
加算措置有）

議　　　長 300,000円
副　議　長 260,000円
議会運営委員長 250.000円
常任委員長 250,000円
議　　　員 245,000円

市　　　長 6月期 2.25か月
助　　　役 12月期 2.40か月
収　入　役 計■ 4.65か月
議　　　長
副　議　長
議会運営委員長
常任委員長
議　　　員

6月期 2.25か月
12月期 2.40か月
計 4.65か月

部　　　門

一般行
政部門

特別行
政部門

公営企
業等会
計部門

合併による
組織の統合

合併による
組織の統合

合併による
組織の統合

004
072
022
133
030
019
006
029
315
059
050
109
010
008
018
442

004
077
016
116
024
022
006
028
293
065
050
115
016
008
024
432

職員数
平成15年平成14年

対前年
増　減 主な増減理由

（注）職員数は一般職員に属する職員数で、地方公務員の身分を保有する休職者、
派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除いています。

（7）部門別職員数の状況と主な増減理由

（6）特別職の報酬等の状況（5）職員手当の状況

国の制度と同じ

住民基本台帳人口
平成15年3月31日現在

歳出額（A） 実質収支 人件費（Ｂ）
人件費率

（Ｂ／Ａ）

23.1％

321,300円 41.0歳

一 般 行 政 職
平均給料月額 平均年齢

233,300円 52.0歳

技 能 労 務 職
平均給料月額 平均年齢

31,694人 136億4,150万円 10億8,933万円 31億5,215万円

区　分

大学卒

高校卒

山 県 市

決定初任給
採用2年経過日
給　料　額

171,500円 185,600円

139,500円 149,200円

171,500円 185,600円

139,500円 149,200円

決定初任給
採用2年経過日
給　料　額

国

（注）山県市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。1年前の構成比は、合併前の旧3町村及び旧3町村のみで構成されていた一部事務組合を合わせたものです。

（注）合併前の旧3町村及び旧3町村のみで
構成されていた一部事務組合を合わせ
たものです。

（4）一般行政職と技能労務職の級別職員数の状況

（3）一般行政職の初任給状況

区　　　　　　分

（2）職員の平均給料月額及び平均年齢の状況

（1）人件費の状況（平成14年度普通会計決算より）

一般行政職 技能労務職

）
）

議　会
総　務
税　務
民　生
衛　生
農林水産
商　工
土　木
小　計
教　育
消　防
小　計
水　道
その他
小　計
合　計

区　　　分

職　　　名

職員数（人）

構成比（％）

参考：1年前の
構成比（％）

1 級

主事補

20

5.2

5.1

2 級

主事

81

21.1

21.3

3 級

主任

59

15.4

16.4

4 級

主査

47

12.2

11.8

5 級

係長等

47

12.2

13.3

6 級

課長
補佐

64

16.7

15.9

7 級

課長等

53

13.8

14.9

8 級

部長等

13

3.4

1.3

1級

調理員
等

13

27.1

28.8

2 級

調理員
等

21

43.7

53.9

3 級

調理員
等

14

29.2

17.3

計

48

100

100

計

384

100

100
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グリーンプラザみやま年末年始企画

日　　時 第1回　平成15年12月21日（日）午前9時30分～12時（受付9時～）�

 第2回　　   〃  　12月23日（祝）　　　　　〃　　　　（　　〃　　）�
 第3回　平成16年   1月18日（日）　　　　　〃　　　　（　　〃　　）�
 　※開催日の中から都合のよい日をお選びください。�

会　　場 グリ－ンプラザみやまコテ－ジ村　研修棟�
対　　象 小学生以上ならどなたでもOK！（小学4年生までは保護者同伴でご参加ください）�
募集人数 20名（2人1組　1人での参加も可能）�
 お申し込みは順次受付し、定員になり次第締め切ります。�
申込受付 12月6日（土）から各開催日の2日前まで�
参 加 費 1人　1,000円（材料費のみ）�
持 ち 物 エプロン、三角巾、手ふきタオルなど�

日　　時 平成16年1月10日（土）　午前10時～午後2時（受付9時30分～）�

会　　場 グリ－ンプラザみやまコテ－ジ村施設内�
対　　象 山県市内の小学生とその保護者�
募集人数 30～40名程度�
　　　　　　　申し込みは順次受付し、予定人数になり次第締め切ります。�
申込受付 12月6日（土）～12月31日（水）�
参 加 費 小学生1人　1,000円（材料費および昼食代）、保護者1人300円（昼食代のみ）�
　　　　　　　◎昼食は地元の方の手打ちによる温かい「手打ちうどん」を用意します。�
持 ち 物 汗ふきタオル、お茶、防寒用帽子と手袋�

今年は「手打ちそば」で年越しを�

　新年からはあなたも[そば通」に！�

木時計作り・餅つき・グル－プ対抗雪合
戦・芝生広場で球合戦。�
雪が降るか、アラレが降るかわからない？�
やりたいこと、何をやろうか？�
当日の朝みんなで決めましょう。全部でき
るといいね。�

希望する道場・希望日・住所・氏名・電話番号を記入して、
コテ－ジ村または市役所産業振興課ヘFAXで送付するか、電話でお申し込みください。

（児童、生徒の方は学年と学校名も記入してください）
■お問い合わせ・申込先■
グリ－ンプラザみやまコテ－ジ村（山県市片原180－6） 55・2615 55・2634
山県市役所　産業振興課（山県市高木1000－1） 22・6830 22・6850

※12／27（土）～1／4（日）はコテージ村でのみ受付

申込方法

FAX

FAX
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高
富
町
商
工
会
　
�
22
・
3
9
3
9

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の
十
二
月
二
十
四

日
に
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
扮
し
た
商

工
会
青
年
部
・
女
性
部
の
部
員
が
小
学

校
二
年
生
以
下
の
お
子
様
の
も
と
へ

「
お
菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
を
お
届
け
し

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
官
製
ハ
ガ
キ

に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
お
子

様
の
名
前
・
年
齢
を
ご
記
入
の
う
え
、

左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
先

〒
五
〇
一
―
二
一
〇
五

山
県
市
高
富
二
二
〇
八
―
一
四

高
富
町
商
工
会
青
年
部

▼
申
込
期
限

十
二
月
十
日
（水）

な
お
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
当
選
者
に
電
話

に
て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

山
県
市
介
護
保
険
事
業
者
連
絡
協
議
会

�
22
・
6
8
3
8

介
護
保
険
で
利
用
（
リ
ー
ス
・
購

入
）
で
き
る
福
祉
用
具
の
展
示
を
行
い

ま
す
。
状
態
に
あ
っ
た
福
祉
用
具
の
利

用
で
、
介
護
さ
れ
る
か
た
も
、
す
る
か

た
も
快
適
な
生
活
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

直
接
、
業
者
の
説
明
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
日
時

十
二
月
十
一
日
（木）

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

▼
場
所

伊
自
良
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

岐
阜
県
社
会
福
祉
協
議
会

0
5
8
・
2
7
6
・
2
5
1
0

福
祉
の
仕
事
に
就
き
た
い
・
福
祉
の

仕
事
を
も
っ
と
知
り
た
い
方
の
た
め
に

ガ
イ
ダ
ン
ス
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

興

味
の
あ
る
方
は
参
加
し
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
？

参
加
費
は
無
料
で
す
。

▼
日
時

十
二
月
二
十
日
（土）

午
後
一
時
〜
午
後
四
時

▼
場
所

県
民
ふ
れ
あ
い
会
館

三
〇
一
・
三
〇
二
会
議
室

（
岐
阜
市
藪
田
五
―
一
四
―
五
三
）

日
日
雇
用
職
員
募
集

福
祉
用
具
の
展
示
・
説
明
会

「
福
祉
の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
の

プ
レ
ゼ
ン
ト

22
・
6
8
2
2

22
・
3
9
3
9

22
・
6
8
3
8

0
5
8
・
2
7
6
・
2
5
1
0

上映作品�
【ハリーポッターと�
　　　　秘密の部屋】

主催�
　高富町商工会�
　　青年部・女性部�

　伊自良村商工会�
　　青年部・女性部�

後援�
　山県市�

税
務
課
　
�
22
・
6
8
2
2

▼
募
集
人
員

二
名

▼
賃
金

六
千
四
百
円
（
日
額
）

▼
勤
務
内
容

税
務
関
係
資
料
の
受
付
、
整
理

▼
勤
務
時
間

午
前
八
時
三
十
分
〜

午
後
五
時
十
五
分
（
実
働
八
時
間
）

▼
勤
務
地

市
役
所
税
務
課

▼
雇
用
期
間

平
成
十
六
年
二
月
二
日
〜

平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日

▼
勤
務
日

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

▼
資
格
・
条
件

十
八
歳
以
上
の
方

▼
応
募

十
二
月
十
五
日
（月）
ま
で
に
履
歴
書
を

秘
書
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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総
務
課
　
　
22
・
6
8
2
0

平
成
十
六
・
十
七
年
度
の
指
名
参
加

願
の
提
出
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
対
象
事
業
に
つ
い
て

建
設
工
事
、
測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
委
託
、
物
品
納
入

▼
資
格
有
効
期
間

平
成
十
六
年
四
月
一
日
〜

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

▼
受
付
期
間
・
時
間

平
成
十
六
年
一
月
六
日
（木）
〜

二
月
二
十
七
日
（金）

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

▼
受
付
場
所

山
県
市
役
所
二
階
総
務
課
窓
口

（
持
参
を
原
則
と
し
ま
す
が
、
県
外

な
ど
遠
方
の
業
者
の
場
合
郵
送
で
も

可
）

▼
申
請
様
式

○
建
設
工
事
・
測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
委
託

岐
阜
県
統
一
様
式

（
岐
阜
県
建
設
業
協
会
で
有
料
配
布
）

○
物
品
納
入

山
県
市
指
定
様
式
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
、
総
務
課
窓

口
に
お
い
て
配
布
）

長
寿
福
祉
課
　
�
22
・
6
8
3
8

十
二
月
一
日
か
ら
、
七
十
五
歳
以
上

の
元
気
な
高
齢
者
の
方
を
対
象
に
、
生

活
支
援
を
目
的
に
い
き
い
き
高
齢
者
推

進
券
を
発
行
し
ま
す
。

▼
対
象
者

平
成
十
五
年
十
一
月
一
日
現
在
で
市

内
に
住
所
を
有
し
、
平
成
十
六
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
七
十
五
歳
以
上
に
な

る
方

（
介
護
保
険
の
要
支
援
・
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
方
は
除
く
）

▼
発
行
金
額

一
人
三
千
円
（
千
円
券
を
三
枚
）

▼
使
用
方
法
な
ど

市
で
特
定
し
た
事
業
者
で
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
使
用
で
き
る
業
種

は
温
泉
、
公
衆
浴
場
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

鍼
・
灸
、
理
美
容
、
路
線
バ
ス
、
タ
ク

シ
ー
業
で
す
。
事
業
者
名
に
つ
い
て
は

対
象
者
に
送
付
し
ま
し
た
特
定
事
業
者

一
覧
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
推
進
券
使
用
期
間

平
成
十
五
年
十
二
月
一
日
（月）
〜

平
成
十
六
年
二
月
二
十
九
日
（日）

06日（土） 13：30～ 花餅作り
おじいいちゃんおばあちゃんとおもちをついて食べ、花
餅を作ろう

13日（土） 13：30～ クリスマス会
ゲームなどをして楽しいクリスマス会をしよう 定員30人

20日（土） 10：00～ 門松アレンジ作り
親子でアレンジを作ろう　定員15組

27日（土） 09：00～ 切り絵
季節の花を切ろう　定員10人

06日（土） 13：30～ クリスマス会
ゲームなどをして楽しいクリスマス会をしよう 定員50人

13日（土） 13：30～ 正月飾り
すてきな飾りものを作ろう　定員15人

20日（土） 10：00～ 花餅作り
おじいいちゃんおばあちゃんとおもちをついて食べ、花
餅を作ろう　定員30人

27日（土） 13：30～ 生け花
お花でプードルを作ろう　定員15組（親子で参加）

◆12月2日　午前9時より参加希望の申込を受付けます。
希望者はそれぞれの施設に、直接申し込んでください。
※定員になり次第締め切ります。

子どもげんきはうす　　23・2323

高 富 児 童 館　　22・4750

い
き
い
き
高
齢
者
推
進
事
業

山
県
市
平
成
十
六
・
十
七
年
度

指
名
参
加
願
に
つ
い
て

22
・
6
8
2
0

22
・
6
8
3
8

12月の総合体育館スポーツイベント

総合体育館　　22・6622

8日（月）～15日（月）

記念事業準備調整のための休館

14日（日） 山県市誕生記念・NHKのど自慢

（観覧券持参者のみ入場可）
21日（日） 岐阜県選抜中学生

バレー強化練習会

23日（祝） 連盟杯たかとみバレー大会

【清掃休館日】

12月28日（日）

【年末年始休館日】

12月29日（月）～

1月4日（日）



岐
阜
地
方
法
務
局

�
0
5
8
・
2
4
5
・
3
1
8
1

世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
十
二

月
十
日
を
最
終
日
と
す
る
一
週
間
を
毎

年
人
権
週
間
と
定
め
て
い
ま
す
。

今
年
の
重
点
目
標
は
「
育
て
よ
う

一
人
一
人
の
　
人
権
意
識
　
―
身
近
な

こ
と
か
ら
人
権
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

―
」
で
す
。

人
権
と
は
、
私
た
ち
が
社
会
生
活
に

お
い
て
幸
福
な
生
活
を
営
む
た
め
に
必

要
な
固
有
の
権
利
で
あ
り
、
こ
の
権
利

は
日
本
国
憲
法
で
す
べ
て
の
国
民
に
保

障
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
基
本
的
人
権
を
お
互
い

に
尊
重
し
あ
う
と
共
に
、
そ
れ
を
自
分

た
ち
の
力
で
大
切
に
守
り
育
て
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

人
権
問
題
や
も
め
事
な
ど
で
お
困
り

の
方
は
、
法
務
局
や
人
権
擁
護
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

鷲
見
　
俊
邦
　
　
　
22
・
1
6
6
7

尾
関
　
千
代
子
　
　
22
・
2
9
5
7

山
田
　
愛
子
　
　
　
22
・
4
4
3
8

林
　
　
教
江
　
　
　
22
・
4
9
6
5

島
戸
　
一
夫
　
　
　
36
・
3
7
3
7

桐
山
　
五
十
鈴
　
　
36
・
3
4
5
3

恩
田
　
安
代
　
　
　
53
・
2
0
0
2

臼
井
　
敏
雄
　
　
　
55
・
2
0
2
9

恩
田
　
　
浩
　
　
　
52
・
2
6
2
6

総
合
企
画
課
　
�
22
・
6
8
2
4

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計
調
査

を
平
成
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在

で
実
施
し
ま
す
。

調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
本
年
十

二
月
か
ら
来
年
一
月
に
か
け
て
、
各
事

業
所
に
調
査
員
が
お
う
か
が
い
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む

す
べ
て
の
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ

の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、
調
査
結
果
は
、
国

や
地
方
公
共
団
体
の
行
政
施
策
の
重
要

な
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
と

も
に
、
企
業
、
大
学
な
ど
の
研
究
資

料
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の
教
材
な

ど
、
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
ご
提
出
し
て
い
た
だ

く
調
査
票
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基

づ
き
調
査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
。

う
か
が
い
す
る
た
め
に
、
無
作
為
抽
出

で
二
千
世
帯
の
皆
さ
ま
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。

十
二
月
中
の
発
送
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
が
届
き
ま
し

た
世
帯
の
方
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

情
報
政
策
課
　
�
22
・
6
8
2
4

近
年
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
情
報
技
術
の

発
展
・
普
及
に
伴
い
、
社
会
は
急
激
な

変
化
を
遂
げ
た
一
方
で
、
こ
れ
に
よ
り

生
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
格
差
の
問
題
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
ど
の
よ
う

な
生
活
情
報
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
か
、

ま
た
「
情
報
化
」
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
ご
意
見
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
か
を
お

十
二
月
四
日
〜
十
日
は人

権
週
間

住宅火災は、さまざまな出火原因により発生し、
毎年多くの尊い命や財産を一瞬にして奪ってしま
います。
火事を起さないために対策を講じましょう。

1．寝たばこは絶対にしない。
2．ストーブには燃えやすい物を近づけない。
3．てんぷらを揚げる時はその場を離れない。
4．子供にはマッチやライターで遊ばせない。
5．風呂の空焚きをしない。
6．家のまわりに燃えやすいものを置かない。
7．電気機器は正しく使
い、たこ足配線
をしない。

22
・
6
8
2
4

22
・
6
8
2
6

山
県
市
人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

■問い合わせ先
山県市消防本部　　22・0119

防火のポイント

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ま
へ

工
業
統
計
調
査
の
お
知
ら
せ

地
域
情
報
化
に
関
す
る

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の

ご
協
力
の
お
願
い
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0
5
8
・
2
4
5
・
3
1
8
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高　富 佐　賀

高　木

椎　倉

大　桑

高　富

佐　賀

東深瀬

藤　倉

原

谷　合

佐　野

笹　賀

柿　野

岩　佐

中　洞

高　富

佐　賀

東深瀬

西深瀬

高　木

椎　倉

伊佐美

原

徳　永

柿　野

富　永

岩　佐

この欄は、山県市役所本庁または支所の窓口で届出を
された、本市に住民登録がある方を掲載しています。
※本市に住民登録があり他の市区町村で届出をされ、掲
載をご希望の方は市民課（ 22・6827）までご連絡く
ださい。

山県市届出分のみ掲載

応援します�

31，595人（－28）

男 15，520人（－ 5）

女 16，075人（－ 23）

世帯数 9，790戸（＋ 8）

前月比

10月届出分

人口の動き（平成15年11月1日現在）

カン・白
色トレイ

12日

8日

15日

19日

10日

19日

17日

22日

5日

4日

3日

2日

25日

27日

26日

24日

26日

びん・ペッ
トボトル

18日

23日

20日

13日

20日

16日

6日

9日

11日

9日

不燃ごみ
粗大ごみ

18日

22日

16日

17日

10日
11日

12日

15日

24日

8日
9日

25日

26日

2日

1日
（1月5日）

2日

3日

4日

燃える
ご　み

月
・
木
曜
日

火
・
金
曜
日

月
・
木
曜
日

森・南・旭ヶ丘・蛍ヶ
丘・田倉

大北・石田町・山本・双
葉台・京ヶ洞・星ヶ丘・
南屋敷・石畑・美里

北町・栄町・仲町・本
町1、2、3丁目

共和町

佐賀・見晴台・金池

東深瀬・高木東・阿原

西深瀬

高木（高木東・阿原を
除く）

梅原

桜尾

大桑

長滝・平井・掛・松
尾・上願

洞田・小倉・大森・藤
倉・大門

北山

原

谷合

北武芸

乾

富波

岩佐

中洞

※年末年始の燃えるごみ収集日については、別に配りましたチラ
シをご覧ください。



今
回
紹
介
す
る
桜
尾
小
学
校
区
の
、

「
桜
尾
」
と
い
う
名
前
は
、
明
治
三
十
年

に
伊
佐
美
、
椎
倉
、
赤
尾
の
三
村
が
合
併

し
た
と
き
、
各
村
の
名
前
の
な
か
の
佐
・

倉
・
尾
を
あ
わ
せ
、
そ
の
読
み
方
を
変
え

て
桜
尾
と
し
た
こ
と
に
よ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

鳥
羽
川
の
東
側
を
走
る
県
道
伊
自
良
・

高
富
線
。
こ
の
道
の
伊
佐
美
か
ら
大
桑
に

か
け
て
は
通
称
花
街
道
と
呼
ば
れ
、
沿
道

に
は
サ
ザ
ン
カ
と
ア
ジ
サ
イ
が
植
え
ら
れ

て
い
ま
す
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
冬
に
向
け
て
は
サ
ザ
ン
カ
が

見
ご
ろ
を
迎
え
、
道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
の

目
を
な
ご
ま
せ
ま
す
。

昔
、
岐

阜
か
ら
高

富
、
美
山

を
経
て
洞

戸
方
面
へ

向
か
う
街

道
で
最
初

の
難
所
と

い
わ
れ
た

の
が
椎
倉

坂
。
現
在

の
高
架
橋
と
な
る
ま
で
に
四
回
ほ
ど
経
路

が
変
更
が
さ
れ
た
そ
う
で
、
写
真
は
大
正

時
代
に
で
き
た
二
回
目
の
道
路
。
自
動
車

で
は
切
り
返
し
を
し
な
が
ら
で
な
い
と
通

れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ほ
ど
急
な
坂
で
は
な

い
の
で
、
歩
い
て
な
ら
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
。

近
く
の
椎
倉
観
音
（
弘
誓
寺
）
な
ど
に
立

ち
寄
っ
た
際
に
は
、
一
度
足
を
の
ば
し
て

昔
の
人
の
苦
労
に
思
い
を
は
せ
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

桜
尾
は
農
村
総
合
整
備
計
画
モ
デ
ル
事

業
で
い
ち
早
く
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
と

こ
ろ
。
こ
の
処
理
施
設
の
隣
に
あ
る
赤
尾

の
ふ
れ
あ
い
公
園
は
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
や

す
べ
り
台
な
ど
の
遊
具
が
い
っ
ぱ
い
。
芝

生
ス
ペ
ー
ス
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
も
あ
り

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め
ま
す
。
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桜尾小学校区�

昔
は
交
通
の
難
所
で
あ
っ
た

椎
倉
坂

楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
の

ふ
れ
あ
い
公
園
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▼
来
年
の
干
支
は
猿
。
年
賀
状
に
は
か
わ

い
い
イ
ラ
ス
ト
な
ど
が
印
刷
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
が
、
最
近
は
田
や
畑
を
荒
ら
す
困

っ
た
動
物
と
し
て
よ
く
話
題
に
な
り
ま
す
。

▼
ほ
ぼ
群
れ
で
行
動
す
る
の
で
、
目
撃
し

た
人
に
よ
れ
ば
恐
く
て
と
て
も
一
人
で
追

っ
払
え
る
も
の
で
は
な
い
そ
う
で
す
。
い

ろ
い
ろ
と
対
策
は
と
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
有
効
な
も
の
は
な
い
よ
う
で
す
。
▼

自
然
と
共
生
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
難

し
い
で
す
。

（
O
N
）

▼
今
年
も
あ
と
一
か
月
。
年
末
は
忘
年
会

な
ど
で
お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
ま
す
。

飲
酒
運
転
の
罰
則
が
厳
し
く
な
り
抑
止
力

が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
ま
た
飲
酒
事
故

が
増
加
し
て
い
る
と
新
聞
に
載
っ
て
い
ま

し
た
。
▼
学
生
時
代
の
先
輩
が
「
俺
は
酒

を
飲
ん
だ
と
き
の
方
が
安
全
運
転
だ
」
と

言
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ

ん
な
こ
と
は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん
。
飲
酒
運

転
は
危
険
で
す
。
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

（
T
）
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こ
れ
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ろ
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